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ポリオ撲滅のための「世界最大のCM」キャンペーンに
大手製薬業グループが賛同
50,000ドルをロータリーのポリオ・プラス・プログラムに寄付
米国エバンストン（2013年1月）
このたび、米国の製薬団体、PhRMA（米国研究製薬工業協会）が、ロータリーのポリオ・プラス・プログラムに50,000ドルの寄付を行いました。現在ロータリーでは、ポリオ撲滅活動への認識を高めることを目的とした「世界最大のCM」キャンペーンを実施しており、これにPhRMAが賛同したことから、今回の寄付が実現しました。この寄付により、身体マヒを引き起こすポリオの予防接種を、約83,000人の子どもに与えることが可能になります。
「世界最大のCM」キャンペーンには、ポリオ撲滅のためのロータリーの特別サイトから参加でき、参加者は、ポリオ撲滅まで「あと少し」であることを指で示したポーズを写真に撮り、同サイトから掲載します。ビル・ゲイツ、デズモンド・ツツ大司教、ジューン・グドール、アマンダ・ピート、ジャック・ニクラウス、ジャッキー・チェン、PSY（サイ）といった著名人も、ロータリーのポリオ撲滅大使として同キャンペーンに参加しています。
世界ポリオデー（2012年10月24日）に開始して以来、116カ国から約5,000人を超える人たちが、「世界最大のCM」サイトを通じて自らの写真を掲載しています。2月1日からは、世界で最も多くの人が集まるタイムズスクエアにて、同CMのハイライトが紹介されます。
「ポリオ撲滅のためのロータリーの活動は、世界最大の公衆衛生活動の一つ」と話すのは、PhRMAの会長兼CEOであるジョン・カステラーニ氏です。「世界最大のCM」キャンペーンをさらに促進するため、PhRMAや加盟製薬会社の従業員にも参加を呼びかけています。
キャンペーンの参加者は、新たなギネス記録を打ち立てることに貢献できるだけでなく、署名を加えることで、世界各国の政府に55億ドルの支援を呼びかけることができます。この資金は、撲滅活動を完遂し、ポリオを永久に葬るために欠かすことができないリソースです。
国際ロータリーは、1985年にポリオ･プラス・プログラムを開始し、1988年には、世界ポリオ撲滅推進計画（GPEI）の主要パートナーとなりました。現在GPEIには、ロータリーのほか、世界保健機関（WHO）、ユニセフ、米国疾病対策センター、ゲイツ財団といった団体が主要パートナーとして加わっています。これまでに25億人以上の子どもに経口ポリオワクチンを投与してきました。1980年代におけるポリオの感染件数は毎年約35万件となっていましたが、2012年では300件を下回りました。このことは、ポリオの感染件数が99％以上減少したことを意味しています。今日、ポリオが常在する国は、ナイジェリア、アフガニスタン、パキスタンの3カ国を残すのみとなりました。しかし、ポリオ撲滅活動が失敗し、ポリオが再流行した場合、年に20万人以上の子どもがポリオに感染すると専門家は警告しています。
ロータリーとは
ロータリーは、200以上の国や地域に34,000のクラブを持ち、約120万人の会員が活動する国際的人道組織です。事業と専門職および地域社会のリーダーである会員は、人道的奉仕を行いながら、すべての職務における高い倫理基準を奨励し、世界の親善と平和の確立に寄与しています。最初のロータリー･クラブは、1905年、米国シカゴに創設されました。ポリオ撲滅活動の詳細は、こちらのページをご覧ください。広報に利用できる高画質のロータリー関連ビデオ・写真は、メディア･センターにてご覧いただけます。
PhRMAとは
米国を代表する製薬業団体であるPhRMA（米国研究製薬工業協会）は、バイオテクノロジー研究を行い、人々がより健康で充実した生活を送ることができるよう、医薬品の開発に取り組んでいます。2000年以来、PhRMAの加盟会社は、医療発展のために5,000億ドル以上を投資、2011年には495億ドルを投資しました（PhRMAウェブサイト：www.phrma.org）。
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